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１ 網走市パートナーシップ宣誓制度とは

この制度は、一方または双方が性的マイノリティであるお二人が互いを人生

のパートナーとし、日常生活において経済的または物理的かつ精神的に相互に

協力し合うことを市長に対して宣誓し、市が受領証等を交付する制度です。

この制度により、法律上の婚姻のような法的な権利や義務が生じるものでは

ありませんが、市が認めることをきっかけに社会的理解が促進され、誰もが尊

重され多様な選択ができる社会の実現を目指します。

性的マイノリティ（性的少数者）とは

性自認（自分の性別についての認識）が戸籍上の性別と異なる方、性的指向

（恋愛感情または性的感情の対象となる性別の指向）が異性愛のみではない方、

性自認や性的指向が定まっていない方、持たない方などのことをいいます。
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２ 宣誓することができる方

制度を利用できる方は、以下のすべての項目を満たしている必要があります。

（１）一方または双方が性的マイノリティであること

（２）双方が民法で定める成年に達していること

（３）一方または双方が網走市内に住所がある、または網走市内への転入を予定

していること

（４）双方に配偶者（事実婚を含む）がいないこと

（５）宣誓する相手以外の方とパートナーシップ関係にないこと

（６）双方が民法で定める婚姻をすることができない者同士の関係
※
（直系血族、

三親等以内の傍系血族、直系姻族）にないこと（双方の関係が養子縁組を

している場合を除く）。

※ 民法で定める婚姻をすることができない関係
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※配偶者と離婚した場合であっても、

一度直系姻族となった者とは、婚姻

することはできません。



３ 宣誓手続きの流れ

宣誓手続きには必ず予約が必要です。

宣誓の要件を満たしている方（２ページ「２ 宣誓することができる方」参照）は、

網走市・斜里町・清里町・小清水町・大空町のいずれの自治体でも宣誓、受領証等の

受け取りができます。網走市以外の自治体で宣誓書を提出した場合でも、宣誓後に交

付する「パートナーシップ宣誓書受領証」及び「パートナーシップ宣誓書受領証カー

ド」は網走市が発行します。

網走市以外での手続きを希望される場合は、提出を希望する自治体へ直接、事前に

予約を行ってください。
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（１）事前予約
宣誓を希望する日の５営業日までに、直接窓口にお越しいただくか、電話

または網走市公式サイトから予約をしてください。

◆窓口：網走市役所 本庁舎３階 企画調整課企画係

◆電話：（０１５２）６７－５３８０

（受付時間：平日８時４５分～１７時３０分 年末年始を除く）

◆網走市公式サイト：https://www.city.abashiri.hokkaido.jp/soshiki/2/9161.html

≪予約時にお伝えいただきたいこと≫

① 宣誓希望日時（第３希望まで）

② 宣誓される方のお名前・ご住所

（通称名で宣誓される場合は通称名もお知らせください）

③ 代表の方の連絡先

④ 個室希望の有無

⑤ 受領証への子に関する記載の希望有無

※宣誓日時は、状況によりご希望に添えない場合があります。

※網走市公式サイトから予約された方は、宣誓日時、必要書類について

後日ご連絡いたします。

事前予約
（宣誓の5営業日前まで）

宣誓
受領証等の

交付➊ ❷ ❸
約１週間後



（２）パートナーシップの宣誓
①予約した日時に、宣誓される方お二人で窓口までお越しください。

◆ 窓口： 網走市役所 本庁舎３階 企画調整課企画係

※郵送・代理人からの宣誓は受け付けておりません。病気、障がい等により、

お二人でお越しになるのが難しい場合はご相談ください。

②本人確認書類、必要書類（５ページ「４ 宣誓に必要な書類」参照）を提出

してください。

③必要書類を提出いただき、要件等を確認しましたら、職員立ち合いのもと、

「パートナーシップ宣誓書」と裏面「パートナーシップ宣誓に関する確認

書」をご記入いただきます。

※宣誓書等に自ら記入することができない場合は、両者の立ち合いのもと、

他の一方の宣誓者または第三者が代書することができます。

④受領証等に、宣誓される方の一方または双方と同居し、かつ生計を一にする

未成年の子（実子または養子）についての記載を希望する場合、「子に関す

る届出書」にご記入いただき必要書類とともに提出してください。

⑤宣誓後、受領証等の交付日時や受け取り方法についての調整を行います。

※窓口受け取りもしくは郵送（簡易書留郵便）で交付します。

※宣誓書を提出した自治体以外（網走市・斜里町・清里町・小清水町・大空

町のいずれか）の窓口でも受け取りができます。

※書類に不備や不足がある場合等は、追加の資料提出や宣誓日を延期する場合

があります。

（３）宣誓書受領証等の交付

交付日時にお二人それぞれに「パートナーシップ宣誓書受領証」と「パー

トナーシップ宣誓書受領証カード」、宣誓書の写しを窓口交付（または郵

送）します。受領証等の発行には約１週間程度要します。
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４ 宣誓に必要な書類

①「住民票の写し」または「住民票記載事項証明書」

・おひとり１通ずつ（同一世帯の場合は、世帯全員住民票１通で可）

・本籍、続柄、個人番号（マイナンバー）の記載は不要です

・宣誓日前３か月以内に発行されたもの

・網走市へ転入を予定している方は「網走市へ転入を予定していることが分かる書

類」も併せて提出してください。

（例）転出証明書の写し、賃貸借契約書の写し 等

②「戸籍謄本」または「配偶者がいないことを証明する書類」

・おひとり１通ずつ

・宣誓日前３か月以内に発行されたもの

・本籍地が網走市以外の場合、取り寄せに時間がかかることがありますのでご注意

ください。詳細は本籍地の自治体にご確認ください。

・外国籍の方は、大使館などの公的機関が発行する婚姻要件具備証明書など配偶者

がいないことを確認できる書類に、日本語訳を添えて提出してください。

③本人確認書類

◆１点の提示で足りるもの

公的機関が発行した本人の顔写真入りの書類

（例）・個人番号（マイナンバー）カード

・パスポート

・運転免許証

◆２点以上の提示が必要なもの

氏名・生年月日・住所の記載のある公的機関が発行した書類

（例）・健康保険被保険者証

・年金証書

・介護保険被保険者証 等
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（通称名の使用を希望される場合）

④日常生活で通称名を使用していることが確認できる書類

（例）・社員証、学生証

・公共料金の請求書

・病院の診察券 等

（受領証にお子さんの氏名の記載を希望される場合）

⑤「宣誓する方とお子さんの関係が分かる書類」、「お子さんの年齢・同居している

ことが分かる書類」

（例）関係を証明できる書類・・・戸籍謄本 等

年齢・同居の証明書類・・・お子さんの住民票 等

※宣誓日前３か月以内に発行されたもの

５ 受領証記載事項の変更

宣誓書に記載した内容や受領証等の記載事項に変更があった場合は、下記の必要書

類をご持参の上、「パートナーシップ宣誓書受領証等変更届」を提出してください。

◎必要書類

・本人確認書類（５ページ「４ 宣誓に必要な書類」参照）

・交付済みの受領証、受領証カード

・（戸籍上の氏名変更の場合）戸籍謄本または戸籍上の氏名を証する書類

・（住所の変更の場合）住民票の写しまたは新住所を証する書類

手続き終了後、約１週間後に新しい受領証・受領カードを交付（郵送）します。
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受領証等を紛失や毀損し、再交付を希望する場合は、下記の必要書類をご持

参の上、「パートナーシップ宣誓書受領証等再交付申請書」を提出してください。

◎必要書類

・本人確認書類（５ページ「４ 宣誓に必要な書類」参照）

・交付済みの受領証、受領証カード（紛失以外の理由で申請する場合）

手続き終了後、約１週間後に新しい受領証・受領カードを交付（郵送）します。

次に該当する場合は、「パートナーシップ宣誓書受領証等返還届」を提出いた

だくとともに受領証等を返還いただきます。

・パートナーシップ関係が解消されたとき

・一方が死亡したとき

・双方が市外へ転出したとき（自治体間連携を締結している自治体へ転出した

場合を除く）

・宣誓の要件（２ページ「２ 宣誓をすることができる方」）に該当しなく

なったとき

６ 受領証の再交付・返還

（１）再交付

（２）返還
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（１）連携協定締結自治体

◇転入・転出をしても受領証等を使用することができます。

網走市で宣誓をした方が市外へ転出するときは、原則、既に交付された受領証等

を網走市へ返還し、転出先で新たに宣誓手続きをする必要があります。

ただし、網走市と連携協定を締結している自治体へ転出する場合は、「パートナ

ーシップ宣誓書受領証等継続使用申請書」を網走市へ提出することにより、転出先

で改めて宣誓せずとも、網走市が交付した受領証・受領カードを引き続き使用する

ことができます。

◎必要書類

・本人確認書類（５ページ「４ 宣誓に必要な書類」参照）

※受領証等の再交付・記載事項の変更・返還は、交付された自治体での手続きが

必要です。

※申請をすることで、受領証等は引き続き使用することができますが、受けられ

る行政サービスは自治体ごとに異なります。詳しくは転出先の自治体へご確認

ください。

連携協定を締結している自治体から網走市へ転入する場合も、転出元の自治体で

継続使用申請を行うことで、受領証等を継続使用することができます。網走市での

手続きは不要です。

※網走市、斜里町、清里町、小清水町、大空町にお住まいの方はいずれの自治体
でも手続きすることができます。詳しくは９ページ「（２）東オホーツク定住
自立圏」をご覧ください。

連携協定を締結している自治体（令和６年４月現在）

・北見市 ・斜里町※ ・清里町※ ・小清水町※ ・大空町※

－８－

７ 自治体間連携



（２）東オホーツク定住自立圏
（網走市・斜里町・清里町・小清水町・大空町）

網走市・斜里町・清里町・小清水町・大空町は、同一内容の要綱を制定し、互いに

連携して運用できるよう連携協定を締結しています。

◇いずれの自治体でも各種手続きが可能です

◆対象手続き

・パートナーシップ宣誓（受領証等の受け取り）

・受領証等記載事項の変更 ・受領証等の再交付

・受領証等の返還 ・受領証等の継続利用申請

※お住まいの自治体以外でも、宣誓や再交付の申請は可能ですが、受領証等

はお住まいの自治体から発行されます。受領証等発行まで約１週間程要し

ます。

※網走市以外での宣誓手続きを希望される場合は、宣誓を希望する自治体へ

事前の予約が必要です（３ページ「３ 宣誓手続きの流れ」参照）。
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問い合わせ先
斜里町住民生活課住民活動係 ☎0152-26-8312

清里町総務課総務グループ ☎0152-25-2131

小清水町町民生活課住民活動係 ☎0152-62-4472

大空町総務課政策グループ ☎0152-74-2111

８ 留意事項

虚偽や不正な方法により受領証等の交付を受けたことや、受領証を不正に使用し

たこと等が判明した場合、市は宣誓を無効とすることがあります。その場合は、直

ちに受領証等を返還していただきます。



９ Q&A

Q パートナーシップ宣誓制度と結婚の違いは何ですか？

Q パートナーシップ宣誓に費用はかかりますか？

Q 同性同士のカップルしか宣誓できませんか？

Q 事実婚関係でもパートナーシップ宣誓制度を利用できますか？

Q 網走市に住んでいなくても宣誓をすることはできますか？

A 結婚は法律に基づき、法的な権利・義務が生じます。一方、パートナー

シップ宣誓制度は、お互いが人生のパートナーであることを市に宣誓するもの

で、網走市の要綱に基づく制度であるため、法的な権利・義務は発生しません。

A 宣誓や宣誓書受領証・受領カードの交付に費用はかかりません。ただし、

宣誓時に提出していただく必要書類の発行手数料などは負担していただきます。

A 要件を満たしていれば、戸籍上の性別を問わず宣誓できます。

A この制度は、生きづらさを抱えている性的マイノリティの方の困難の緩和

を図るための制度でありますので、事実婚の方は対象としておりません。

A 少なくとも一方が網走市内に住所があるまたは網走市内への転入を予定し

ていることが要件となります。

Q 代理人や郵便で宣誓書の提出はできますか？

A お二人の意思を直接確認する必要があるため、代理人や郵便での宣誓書の

提出はできません。事情により市役所へお越しになるのが難しい場合はご相談

ください。
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Q 平日以外の土・日・祝日に宣誓はできますか？

Q 引っ越しをしたときに手続きは必要ですか

Q 受領証等の再交付、記載事項の変更、返還の手続きの際も必ず二人で市役

所へ行く必要がありますか？

Q プライバシーは守られますか

Q 受領証等に有効期限はありますか

A 宣誓は必ず事前予約とし、ご希望の方には個室をご用意します。本人の同

意なく第三者に情報を提供することはありません。

A 有効期限はありません。

A 再交付・記載事項の変更・返還の手続きは宣誓者のどちらか一方の方で行

うことができます。ただし、パートナーシップ解消のために受領証等を返還す

る場合、どちらか一方の方が届出したときは、もう一方の方に返還届の提出が

あったことを通知します。

A 原則、市役所開庁時間（年末年始を除く平日8時45分～17時30分）のみ受

け付けています。宣誓ほか各種の手続きで開庁時間内に来庁が難しい等の事情

がある場合は、ご相談ください。

A 転出により、お二人とも網走市民ではなくなる場合は返還または継続申請

の手続きが必要です。７ページまたは８・９ページをご確認ください。
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